






「心の声を聴くこと」

　着任当初は心に余裕がなく、「してはいけません。」「やめなさい。」と、

その場限りの指導をしてしまっていました。しかし、子どもの心に指導

は響かず、同じことの繰り返しでした。先輩の先生に相談した時に、「も

っと子どもの声を聴いてみたら？」と、アドバイスを受けました。その

言葉に、今までの私は、子どもの話をあまり聞かずに指導していたと気

付かされました。また、子どもの思いを聴き、受け止めることが「子ど

もと向き合うこと」だと学びました。子どもは時に思いもよらないこと

を考え、私が気付かないことを教えてくれます。どんなときも、子ども

の心の声に耳を傾けることを忘れず、子どもと共に成長していきたいと

思います。

「１日１日を大切に」

　4 月、初めて子どもたちに会ったとき、緊張しながらも、この子たち

のために頑張りたいと思いました。そんな中、すぐに緊急事態宣言が出

て、しばらく子どもたちと会うことができなくなりました。分散登校が

始まってからも、間隔の空いた机や活動の制限などに戸惑う日々が続き

ました。しかし、子どもたちは常に前向きで、毎日全力で学習に運動に

励んでいます。共に学び、共に遊び、共に悩む毎日は、楽しいことばか

りではありませんが、会えなかった日々を思うと、目の前の子どもたち

のために頑張れる毎日に幸せを感じます。これから先も、初心を忘れず、

子どもたちと過ごす１日１日を大切にできる教員でありたいです。

「教員になって」

  中学生の頃、先生方の懸命に働く姿に心を打たれ教員を志しました。

そして、4 月より教員となり、新型コロナウイルス感染症の影響での動画

による授業配信や課題の作成、学校再開後の仕事の量や多様性に、驚きと

戸惑いの毎日で、自分は教員として今後働いていけるのか悩むこともあり

ました。そんなときに先生方の温かな支えや同じく教員になった友人たち

の支え、そして何より生徒達の笑顔や元気な挨拶に励まされました。生徒た

ちはこのような状況下でも努力を怠らず、懸命に生活しています。子ども

たちの姿から学ぶものは数え切れません。日々、成長を続ける子どもたち

と共に学び合うことができる素晴らしい職業であると感じています。

田原本中学校  田中　智章

「変化の激しい時代を生きる子どもたちと私」

　勉強が楽しい、学校が楽しいと思ってもらえる教員になるのが、小学

生のときの夢でした。そして４月、憧れの教員となり、どうすれば子ど

もたちが毎日楽しくなるのかと試行錯誤する毎日です。授業がうまくい

かなかったり、子どもたちにかける言葉で悩んだり、落ち込むこともあ

ります。しかし、子どもたちの「できた！」という言葉や笑顔、成長を

一番近くで見ることができます。そんな子どもたちの成長が私の元気の

源になっています。今の子どもたちは、コミュニケーションにおける課

題や SNS 関連のトラブルなど、悩みも変化し複雑になっています。そん

な変化の激しい時代に対応できる、柔軟な心を子どもたちと一緒に育ん

でいきたいです。

東登美ヶ丘小学校   西村　翔

新庄小学校　茂木　陽菜

片塩中学校  上平　亜樹







先生方の日々の教育活動を支援するため、優れた取組例や課題の解決方法等、教育活動に役立つ情報を共有し活用

するためのウェブサイトを開設しています。

サイトは、「ホーム」「教育に関するQ＆A」「教育に関する資料・データ」「役立つリンク」の４つのカテゴリーで

構成されています。

http://www.e-net.nara.jp/ouen/

初任者の給与（新卒の場合）

奈良県先生応援サイトについて




